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は
じ
め
に

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
は
東
京
教
育
大
学
以
前
か
ら
登
録
さ
れ
て
い
な
い
旧
蔵
品
が
伝

来
し
、
そ
の
中
の
一
つ
に
現
在
で
は
そ
の
履
歴
の
詳
細
を
欠
く
が
、
寛
永
文
化
創
出
に
関
わ

る
狩
野
探
幽
、
尚
信
の
屏
風
絵
が
新
た
に
見
出
さ
れ
た
。盧
既
に
十
五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
経
緯
は
、
二
○
○
○
年
三
月
に
狩
野
探
幽
筆
「
野
外
奏
楽
図
・
猿
曳
図
」
屏
風

（
図
１
・
図
２
）、
狩
野
尚
信
筆
「A

渓
訪
戴
図
・
李
白
観
瀑
図
」
屏
風
（
図
３
・
図
４
）、

田
村
直
翁
筆
「
架
鷹
図
」
の
い
ず
れ
も
六
曲
一
双
屏
風
が
書
庫
に
伝
来
し
て
い
た
た
め
、
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
三
つ
の
屏
風
と
も
真
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
大
学
で

は
そ
れ
ら
を
新
出
屏
風
と
し
て
同
年
五
月
に
《
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
日
本
美
術
の

名
品
」
》
展
盪
を
開
催
し
た
。
公
開
に
先
立
ち
、
本
学
へ
の
来
歴
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た

が
、
そ
の
経
緯
は
明
ら
か
で
な
く
、
前
身
校
か
ら
の
旧
蔵
品
と
し
て
展
観
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
学
に
は
こ
れ
ら
の
屏
風
絵
と
は
別
に
、
狩
野
山
雪
筆
「
歴
聖
大
儒
像
」
六
幅
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。「
歴
聖
大
儒
像
」
は
一
六
三
二（
寛
永
九
）年
と
、
制
作
年
が
明
ら
か
で
あ
り
、

全
二
十
一
幅
が
制
作
さ
れ
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
筑
波
大
学
に
は
宋
代
の

儒
者
六
名
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
周
子
、
張
子
、
程
伯
子
、
程
叔
子
、
嚮
子
、
朱
子
の
宋
儒

六
幅
が
伝
わ
る
。
伏
義
、
神
農
、
黄
帝
、
帝
堯
、
帝
舜
、
大
禹
、
成
湯
、
文
王
、
武
王
、
周

公
ら
三
皇
五
帝
と
呼
ば
れ
る
聖
人
と
文
宣
王
（
孔
子
）
を
は
じ
め
と
す
る
顔
子
、
曾
子
、
子

思
、
孟
子
ら
の
儒
者
と
合
わ
せ
、
歴
代
十
五
幅
が
東
京
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「
歴
聖
大
儒
像
」
の
内
、
宋
儒
六
幅
は
、
湯
島
聖
堂
大
成
殿
で
の
孔
子
祭
典
で
あ
る
「
釈

奠
」
の
折
に
孔
子
像
の
左
右
に
掛
け
ら
れ
た
画
像
で
あ
る
。
六
幅
が
再
び
公
開
さ
れ
た
の
は

明
治
維
新
後
、
挙
行
さ
れ
な
く
な
っ
た
釈
奠
を
復
活
す
る
運
動
が
お
こ
り
、
孔
子
祭
典

会
蘯
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
東
京
高
等
師
範
学
校
長
の
嘉
納
治
五
郎
が
祭
典
会
の

委
員
長
に
推
挙
さ
れ
、
一
九
○
七（
明
治
四
○
）年
に
嘉
納
治
五
郎
と
高
等
師
範
学
校
教
員

が
主
導
的
に
推
進
し
て
、
釈
奠
が
再
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
機

に
孔
子
祭
典
に
か
か
わ
る
美
術
資
料
が
東
京
高
等
師
範
学
校
に
移
管
さ
れ
、
旧
蔵
資
料
と

し
て
今
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
本
学
に
は
湯
島
聖
堂
大
成
殿
を
飾
っ
た
一
六
枚

の
「
賢
儒
図
像
」
扁
額
の
模
写
が
一
四
枚
（
二
枚
焼
失
）
伝
来
し
て
お
り
、
来
歴
が
明
ら

か
で
な
い
新
出
の
屏
風
絵
に
つ
い
て
も
、
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ

て
い
た
。

こ
れ
ら
の
屏
風
絵
の
う
ち
、
狩
野
探
幽
筆
「
野
外
奏
楽
図
・
猿
曳
図
」
屏
風
、
狩
野
尚

信
筆
「A

渓
訪
戴
図
・
李
白
観
瀑
図
」
屏
風
は
表
具
の
仕
様
が
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ

ら
屏
風
の
制
作
年
に
つ
い
て
も
、
尚
信
が
一
六
五
○（
慶
安
三
）年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
後
述
す
る
が
、「
歴
世
大
儒
像
」
が
制
作
さ
れ
た
一
六
三
二（
寛
永
九
）年
に
遅

れ
て
の
制
作
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
年
は
林
羅
山
が
上
野
忍
岡
の
地
に
の
ち
の
湯
島

聖
堂
と
な
る
孔
子
廟
を
開
廟
し
、
そ
の
折
に
「
歴
聖
大
儒
像
」
が
聖
堂
に
奉
安
さ
れ
た
。

本
図
に
つ
い
て
は
『
昌
平
志
』盻
巻
一
に
「
義
直
製
置
寛
永
九
年
壬
申
」
と
あ
る
。
孔
子
並

び
に
四
配
像
と
と
も
に
徳
川
義
直
の
寄
進
に
か
か
る
も
の
と
伝
え
る
が
、
一
方
で
『
羅
山

先
生
年
譜
』
お
よ
び
『
羅
山
先
生
行
状
』、
な
ら
び
に
「
狩
野
永
納
家
伝
画
軸
序
」（『
鵞

峰
先
生
林
学
士
文
集
』
巻
八
六
）
に
よ
れ
ば
羅
山
が
注
文
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
そ
の

経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
探
幽
、
尚
信
の
新
出
屏
風
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ

の
由
来
を
示
す
根
拠
資
料
が
現
れ
て
い
な
い
が
、A

渓
訪
戴
や
李
白
観
瀑
な
ど
の
故
事
が

『
林
羅
山
詩
集
』眈
に
散
見
で
き
る
こ
と
か
ら
、
著
者
は
羅
山
ゆ
か
り
の
資
料
と
想
定
し
て

以
下
に
論
を
進
め
た
い
。

一

京
狩
野
派
と
林
羅
山
に
つ
い
て

江
戸
初
期
狩
野
派
が
登
場
す
る
以
前
に
お
い
て
、
林
羅
山
は
京
狩
野
派
、
狩
野
山
楽
、

山
雪
父
子
と
絵
画
を
通
し
て
関
係
し
て
い
る
。
両
者
が
か
か
わ
る
資
料
に
は
次
の
よ
う
な

作
例
が
あ
る
。

伝
狩
野
山
楽
筆
「
百
椿
図
」（
二
巻
、
紙
本
着
色
、
江
戸
時
代
初
期
、
根
津
美
術
館
所

狩
野
探
幽
筆
「
野
外
奏
楽
図
・
猿
曳
図
」
屏
風
と
そ
の

儒
教
的
主
題
に
つ
い
て

守
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蔵
）
。
本
図
に
つ
い
て
は
所
蔵
先
の
根
津
美
術
館
の
解
説
に
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
園
芸
趣

味
の
流
行
の
な
か
、
椿
も
好
事
家
た
ち
の
関
心
の
的
だ
っ
た
。
本
作
品
は
、
数
多
く
の
異
な

る
種
類
の
椿
を
集
め
、
切
り
花
の
ま
ま
で
、
あ
る
い
は
花
瓶
に
さ
し
、
ま
た
三
方
や
台
、

籠
、
そ
の
他
の
器
に
盛
り
、
添
え
、
包
む
な
ど
、
変
化
に
富
む
楽
し
み
方
を
、
濃
厚
な
彩
色

と
的
確
な
筆
致
で
描
い
て
い
る
。
各
図
に
は
、
江
戸
時
代
前
期
を
代
表
す
る
文
化
人
た
ち

が
、
漢
詩
や
和
歌
な
ど
の
賛
を
寄
せ
て
お
り
、
当
代
に
お
け
る
椿
愛
好
の
高
尚
を
う
か
が
わ

せ
る
。」眇
と
あ
り
、
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
は
丹
波
国
篠
山
藩
、
後
に
播
磨
国
明
石
藩
七
万
石

藩
主
、
松
平
忠
国
（
一
五
九
七
〜
一
六
五
九
）
に
よ
る
注
文
、
絵
は
狩
野
山
楽
が
描
い
た
と

伝
え
る
。
羅
山
は
「
百
椿
図
序
」
を
著
し
て
お
り
、『
林
羅
山
文
集
』眄
巻
第
四
十
九
に
は

「
寛
永
十
六
年
作
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
山
楽
筆
の
制
作
年
代
も
想
定
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

羅
山
の
序
文
に
は
「
大
椿
兩
八
千
之
春
秋
以
祝
遠
大
乎
松
平
伊
賀
野
守
源
忠
睛
尤
愛
此
花
…

…
」
と
忠
国
実
弟
が
大
椿
を
愛
で
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
賛
は
四
九
名
、
皇
族
か
ら
公

家
、
僧
侶
に
至
り
、
松
平
忠
国
・
徳
川
光
圀
・
加
藤
明
友
（
大
名
）、
烏
丸
光
広
（
公
家
）、

北
村
季
吟
（
歌
人
）、
西
山
宗
因
（
俳
人
）、
そ
れ
に
松
花
堂
昭
乗
、
林
羅
山
が
着
賛
し
て
い

る
。次

に
、
狩
野
山
雪
に
つ
い
て
は
、
近
年
京
都
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
山
雪
筆
「
聖
賢

図
押
絵
貼
屏
風
」
に
林
羅
山
並
び
に
堀
杏
庵
の
賛
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
関
係
、

画
家
と
賛
者
と
い
う
関
わ
り
が
確
認
で
き
る
。
本
屏
風
は
紙
本
墨
画
淡
彩
・
六
曲
一
隻
、
中

国
の
聖
賢
を
各
扇
に
一
尊
づ
つ
描
い
て
お
り
、
抑
揚
の
あ
る
墨
線
で
容
姿
を
整
え
、
面
相
筆

に
よ
っ
て
精
緻
、
端
正
な
相
貌
を
表
す
な
ど
、
歴
聖
大
儒
像
と
同
様
な
肖
像
表
現
が
う
か
が

え
る
。「
聖
賢
図
押
絵
貼
屏
風
」
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
、
杏
庵
の
着
賛
か
ら
、
彼
の
没
年

で
あ
る
一
六
四
二
年
を
遡
る
も
の
と
判
断
し
、
歴
聖
大
儒
像
と
そ
れ
ほ
ど
か
け
離
れ
な
い
江

戸
初
期
の
制
作
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
に
関
し
、
当
時
、
探
幽
の
父
孝
信
も
禁
裏
よ
り
「
賢
聖

障
子
図
」
を
依
頼
さ
れ
制
作
し
て
い
る
。
本
図
は
一
六
一
三（
寛
永
一
八
）年
に
新
た
に
内
裏

が
造
営
さ
れ
た
折
の
制
作
で
あ
る
。

ま
た
、
狩
野
山
雪
筆
「
藤
原
惺
窩
閑
居
図
」（
一
六
四
七（
寛
永
一
六
）年
、
根
津
美
術
館
）

は
制
作
年
が
明
ら
か
な
画
像
で
あ
る
。
本
図
は
藤
原
惺
窩
の
直
弟
子
の
林
羅
山
、
堀
杏
庵
両

名
の
着
賛
が
見
ら
れ
る
。
羅
山
の
賛
は
『
羅
山
詩
集
』
巻
第
七
十
二
に
「
惺
窩
先
生
像
」
と

あ
り
、
七
言
四
行
詩
の
賛
を
寛
永
十
六
年
に
詠
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
羅
山
ゆ

か
り
の
京
狩
野
派
に
か
か
わ
る
絵
画
に
つ
い
て
推
論
す
る
と
、
杉
原
た
く
哉
氏
眩
が
指
摘
す

る
よ
う
に
京
都
か
ら
江
戸
へ
と
移
行
す
る
時
代
の
転
換
期
に
お
い
て
、
寛
永
文
化
の
創
出

に
探
幽
以
前
に
か
か
わ
っ
た
の
が
山
雪
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二

林
羅
山
と
江
戸
初
期
狩
野
派

林
羅
山
（
一
五
八
三
―
一
六
五
七
）
と
狩
野
探
幽
（
一
六
○
二
―
七
四
）、
尚
信
（
一

六
○
七
―
五
○
）
は
羅
山
が
年
長
で
、
徳
川
家
康
に
は
一
六
○
五（
慶
長
一
○
）年
に
藤
原

惺
窩
の
推
挙
に
よ
り
二
条
城
に
て
謁
見
し
、
一
六
○
七
年
に
二
代
将
軍
秀
忠
に
講
書
を
行

っ
て
い
る
。
探
幽
は
一
六
一
二（
慶
長
一
七
）年
、
駿
府
で
徳
川
家
康
に
謁
見
し
、
一
六
一

七（
元
和
三
）年
に
江
戸
幕
府
御
用
絵
師
と
な
っ
た
。

羅
山
、
探
幽
の
両
名
が
重
用
さ
れ
だ
し
た
の
は
一
六
二
四（
寛
永
元
）年
に
就
任
し
た
三

代
将
軍
家
光
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
の
年
に
は
上
野
の
台
地
（
忍
岡
）
に
寛
永
寺
、
そ
の

二
年
後
に
東
照
宮
が
創
建
さ
れ
た
。
一
六
三
○（
寛
永
七
）年
に
羅
山
は
家
光
よ
り
、
寛
永

寺
、
東
照
宮
の
南
に
一
三
五
三
坪
の
土
地
と
金
二
○
○
両
を
拝
領
し
、
私
邸
並
び
に
弘
文

院
を
名
乗
る
塾
舎
を
建
立
し
て
い
る
。

探
幽
は
永
徳
を
祖
父
に
持
つ
狩
野
宗
家
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
宗
家
は
伯
父
光
信
が
継
い

だ
が
、
探
幽
が
七
歳
の
時
に
光
信
は
亡
く
な
り
、
ま
た
父
孝
信
も
探
幽
が
一
七
歳
の
時
に

没
し
て
い
る
。
彼
ら
兄
弟
に
絵
画
伝
授
を
行
な
っ
た
の
は
光
信
の
高
弟
、
興
以
で
あ
っ

た
。
惣
領
家
に
と
っ
て
は
叔
父
光
信
、
父
孝
信
も
禁
裏
の
御
用
や
豊
臣
家
の
需
要
に
応
え

る
制
作
を
な
し
て
き
た
た
め
、
江
戸
開
府
に
対
応
し
、
幕
府
御
用
を
預
か
る
狩
野
派
は
年

少
で
は
あ
っ
た
が
、
探
幽
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
か
か
る
経
緯
は
す
で
に
先
行

研
究
が
指
摘
し
て
お
り
、
天
下
人
の
盛
衰
に
よ
っ
て
、
探
幽
・
尚
信
・
安
信
の
兄
弟
が
江

戸
へ
と
制
作
の
場
を
移
し
、
幕
府
御
用
の
奥
絵
師
と
な
っ
て
行
っ
た
。
か
れ
ら
は
狩
野
永

徳
の
二
男
孝
信
の
子
ら
で
、
家
康
の
晩
年
に
江
戸
幕
府
へ
の
御
用
の
道
を
拓
い
た
の
が
探

幽
で
、
一
六
一
二（
慶
長
一
七
）年
、
若
干
十
一
歳
で
家
康
に
拝
謁
し
、
こ
れ
を
機
に
江
戸

狩
野
派
を
起
こ
す
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
伏
線
と
し
て
は
家
康
が
ま
だ
一
大
名
家
で
あ
っ
た
当
時
に
、
狩
野
長
信
が

家
康
の
支
配
地
で
あ
る
江
戸
に
早
く
に
赴
い
た
の
も
こ
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。『
古
画

備
考
』「
松
栄
四
男
休
白
長
信
」
に
は
「
慶
長
中
、
於
京
都
御
目
見
、
其
後
駿
府
へ
被
為

召
、
御
用
相
勤
」
と
あ
る
。『
狩
野
永
徳
・
光
信
』眤
を
著
し
た
土
井
次
義
は
「
そ
の
画
亊
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を
勤
め
た
が
、
画
用
が
し
だ
い
に
多
き
を
加
え
た
の
で
、
京
都
に
い
た
守
信
（
探
幽
）、
尚

信
、
安
信
兄
弟
を
召
し
出
し
て
も
ら
う
よ
う
懇
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
探
幽
ら

の
登
用
の
経
緯
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
儒
学
に
つ
い
て
、
寛
永
期
に
林
羅
山
の
登
用
が
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
「
二
十

二
才
で
藤
原
惺
窩
に
従
っ
て
朱
子
學
を
唱
え
、
慶
長
十（
一
六
○
五
）年
二
十
三
才
で
家
康
の

招
き
に
應
じ
、
二
條
城
で
家
康
と
會
見
し
、
三
ヶ
條
の
質
問
にB

答
し
た
の
が
機
縁
」
と

『
聖
堂
物
語
│
湯
島
聖
堂
略
史
』眞
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
に
幕
府
教
学
と
し
て
成
長
す

る
端
緒
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
将
軍
家
が
創
出
す
る
寛
永
文
化
に
羅
山
は
大
き
く
関
与
し
、
そ

の
思
想
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
荘
厳
と
し
て
、
御
用
絵
師
狩
野
派
と
の
交
流
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
応
で
き
た
の
は
、
当
初
は
京
に
あ
っ
て
狩
野
山
雪
、
江
戸
に
お
い
て
は
探
幽
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

山
雪
は
京
都
時
代
か
ら
の
縁
故
で
羅
山
と
の
儒
教
美
術
に
つ
い
て
の
考
証
を
な
し
、
前
述

し
た
「
歴
聖
大
儒
像
」
二
十
一
幅
等
の
制
作
に
あ
た
っ
た
が
、
探
幽
の
場
合
は
そ
の
テ
キ
ス

ト
を
古
画
に
求
め
、
主
と
し
て
は
狩
野
正
信
、
元
信
の
古
典
に
求
め
た
。
探
幽
縮
図
の
中
に

も
儒
教
主
題
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
単
な
る
図
様
の
継
承
で
は
な
く
、
従
来
の
見
解
に

従
う
な
ら
ば
探
幽
に
よ
っ
て
和
様
化
が
進
ん
だ
も
の
と
解
釈
す
る
。
探
幽
は
室
町
水
墨
画
の

画
題
を
用
い
、
ま
た
、
仏
教
に
関
わ
る
作
例
を
遺
し
た
が
、
徳
川
幕
府
の
江
戸
開
府
に
当
た

っ
て
は
招
請
し
た
林
羅
山
に
よ
る
儒
教
的
な
交
流
も
窺
え
、
寛
永
文
化
の
創
出
と
い
う
点
で

両
者
を
考
慮
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

探
幽
と
羅
山
に
つ
い
て
は
『
林
羅
山
年
譜
稿
』眥
に
「
九
月
十
二
日
、
明
正
天
皇
即
位
式
を

拝
観
す
る
。
狩
野
探
幽
に
絵
を
描
か
せ
、『
寛
永
御
即
位
記
略
』
を
著
す
。（
年
譜
、
行
状
、

徳
川
実
記
、
外
集
一
）」。
翌
月
に
は
「
十
月
十
日
、
江
戸
に
到
着
。
探
幽
の
絵
と
と
も
に
即

位
記
を
家
光
に
献
じ
た
。（
年
譜
、
行
状
）」
と
あ
る
。
明
正
天
皇
は
後
水
尾
天
皇
の
皇
女
、

つ
ま
り
東
福
門
院
、
家
光
の
実
妹
で
あ
る
徳
川
和
子
が
生
母
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に

羅
山
も
探
幽
も
家
光
の
信
頼
を
得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

探
幽
と
羅
山
は
親
交
が
あ
っ
た
。
探
幽
は
羅
山
の
肖
像
画
眦
、
ま
た
羅
山
は
探
幽
の
名
で

あ
る
「
守
信
」
印
、
そ
の
印
文
を
書
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

そ
の
う
え
で
考
え
た
い
の
は
探
幽
が
描
い
た
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」
で
あ
る
。
絵
巻
は
漢

画
を
継
承
し
た
狩
野
派
の
色
彩
を
色
濃
く
残
す
も
の
で
は
な
く
、
や
ま
と
絵
に
よ
る
描
き
方

眛

で
、
巻
末
に
「
狩
野
守
信
御
下
知
を
蒙
り
」
と
あ
る
。
本
絵
巻
は
真
名
縁
起
三
巻
、
仮
名

五
巻
で
構
成
さ
れ
、
探
幽
は
一
六
三
六（
寛
永
一
三
）年
に
起
筆
し
、
四
年
の
歳
月
を
か

け
、
一
六
四
○（
寛
永
一
七
）年
に
完
成
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
、
林
羅
山
は
「
東

照
大
権
現
新
廟
斎
会
記
」眷
を
著
し
て
い
る
。
江
戸
初
期
の
幕
府
文
化
の
創
出
に
関
わ
る
天

海
、
羅
山
、
探
幽
が
同
時
期
に
日
光
東
照
宮
の
あ
り
か
た
、
家
康
の
神
格
表
現
に
関
与
し

た
こ
と
は
興
味
深
い
事
例
と
考
え
る
。
さ
ら
に
絵
巻
に
描
か
れ
た
駿
府
城
天
守
に
つ
い
て

考
え
る
に
、
羅
山
が
著
し
た
「
御
天
守
模
様
之
事
」眸
に
は
「
慶
長
十
三
年
八
月
二
十
日
午

の
刻
、
駿
府
七
重
の
殿
守
上
棟
こ
れ
あ
り
」
と
あ
り
、
指
図
よ
り
詳
し
い
天
守
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
る
。
駿
府
城
は
一
六
三
五（
寛
永
一
二
）年
の
火
災
で
天
守
が
失
わ
れ
て
い

る
。
探
幽
が
絵
巻
に
取
り
掛
か
り
、
完
成
し
た
時
期
に
は
す
で
に
焼
失
し
て
い
た
が
、
探

幽
は
羅
山
の
「
御
天
守
模
様
之
事
」
を
参
考
と
し
、
絵
巻
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
考
え

る
。さ

て
、
林
羅
山
と
探
幽
、
尚
信
の
交
渉
を
考
え
る
上
で
は
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」
と
同

様
に
「
武
州
州
学
十
二
景
図
巻
」睇
を
引
き
合
い
に
出
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
図
は
草
創

期
の
江
戸
城
天
守
が
描
か
れ
た
唯
一
の
絵
巻
で
あ
る
。
天
守
は
狩
野
尚
信
が
描
き
、
探
幽

を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
初
期
狩
野
派
の
合
作
に
な
り
、
林
羅
山
が
詩
と
跋
を
寄
せ
て
い

る
。
本
図
巻
の
制
作
年
は
「
慶
安
元
年
仲
冬
晦
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
六
四
八
年
の

制
作
で
あ
る
。

ま
た
筑
波
山
神
社
所
蔵
の
「
清
明
上
河
図
」睚
に
は
羅
山
と
探
幽
が
鑑
識
を
お
こ
な
っ

た
極
め
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
将
軍
家
に
ゆ
か
り
で
あ
り
、
そ
の
荘
厳
に
か
か
わ
る
場
に
引

き
合
い
に
出
す
べ
き
絵
画
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
幕
府
で
の
儒
学
登
用
が
大
き
く

影
響
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

羅
山
と
探
幽
ら
江
戸
初
期
狩
野
派
に
つ
い
て
は
先
に
羅
山
の
肖
像
画
を
探
幽
が
描
い
た

よ
う
に
、
関
連
の
絵
画
資
料
は
数
多
く
み
ら
れ
る
。

狩
野
探
幽
筆
で
は
「
孔
子
・
二
弟
子
図
」
三
幅
對
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）、「
孔
子
像
」

（
子
爵
大
河
内
正
敏
氏
久
蔵
）、「
孔
子
像
」
個
人
（
狩
野
派
三
百
年
展
図
録
収
載
）、「
孔

子
麒
麟
鳳
凰
図
」
三
幅
対
（
根
津
美
術
館
）、「
文
宣
王
像
」（
小
松
市
立
博
物
館

一
六

六
二
年
〜
一
六
七
二
年
頃
制
作
）
が
あ
る
。

ま
た
、
探
幽
の
孔
子
像
は
単
独
の
肖
像
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
以
下
に
列
記
し
た

「
聖
賢
図
」（
仙
台
市
博
物
館
、
一
六
六
二
年
〜
一
六
七
二
年
頃
制
作
）、「
三
教
図
」（
建

仁
寺
霊
洞
院
）、「
四
聖
人
像
」（
香
雪
美
術
館
、
一
六
三
五
年
以
降
作
）
に
も
孔
子
が
描
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か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、「
四
聖
人
」
に
つ
い
て
解
釈
す
る
と
、『
林
羅
山
詩
集
』
畫
図
一
に
「
四
聖
人

義
文
周
孔
畫
図
新
唯
恐
占
著
却
亂
眞
四
聖
一
心
千
萬
歳
莫
將
毛
髪
認
傳
宀

寛
永
五
年
」、

「
又
」
と
続
け
て
、「
伏
羲
始
卦
畫
文
王
演
象
辭
爻
自
周
公
述
傳
由
孔
子
垂
四
聖
隔
時
出
大
易

使
世
天
人
交
際
妙
全
在
一C

著

明
暦
二
年
」
の
二
つ
の
羅
山
詩
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
後

者
は
羅
山
最
晩
年
に
あ
た
る
。

香
雪
美
術
館
本
「
四
聖
人
像
」
で
は
孔
子
像
は
司
冦
冠
に
お
そ
ら
く
は
十
二
章
が
服
飾
に

あ
し
ら
わ
れ
、
曲D
に
座
し
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
落
款
に
は
朱
文
長
方
印
「
探
幽

斎
」
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
六
五
六（
明
暦
二
）年
の
羅
山
の
記
述
が
こ
れ
に
あ

た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
探
幽
と
羅
山
の
関
連
を
孔
子
像
の
ほ
か
に
考
慮
す
る
と
「
佐
久
間
将
監
」（
狩
野

探
幽
筆

江
月
宗
玩
・
林
羅
山
賛

一
六
四
一（
寛
永
一
八
）年
）、「
朝
鮮
信
使
朴
安
期
像
」

（
狩
野
探
幽
筆
、
林
羅
山
賛

一
六
四
三（
寛
永
二
○
）年
）、「
東
照
大
権
現
像
」（
狩
野
探
幽

筆

一
六
四
一（
寛
永
一
八
）年
二
月
一
七
日

徳
川
記
念
財
団
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。「
東

照
大
権
現
像
」
に
関
し
て
は
羅
山
が
「
城
内
神
廟
霊
鶴
記
井
詩
」睨
や
先
述
し
た
「
東
照
大
権

現
新
廟
斎
会
記
」
を
著
し
て
い
る
。
幕
府
教
学
と
し
て
の
儒
教
振
興
に
際
し
、
羅
山
と
探
幽

に
よ
る
寛
永
文
化
の
創
出
に
あ
た
っ
て
、
儒
教
絵
画
に
よ
る
造
形
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ

れ
た
と
解
釈
で
き
る
。

次
に
探
幽
と
羅
山
に
か
か
わ
る
絵
画
と
し
て
、
宋
代
の
歌
仙
を
三
六
名
描
い
た
詩
仙
堂

「
詩
仙
之
間
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
石
川
丈
山
は
近
世
初
期
に
漢
詩
文
に
秀
で
た
武
家

と
し
て
知
ら
れ
、
儒
学
、
書
、
茶
に
秀
で
、
自
ら
詩
仙
堂
を
終
の
棲
家
に
作
庭
も
行
っ
て
い

る
。
詩
仙
堂
は
ま
た
の
名
を
凹
凸F

お
う
と
っ
か

と
言
う
よ
う
に
凹
凸
の
激
し
い
地
形
を
生
か
し
た
つ
く

り
で
あ
る
。
そ
の
中
心
に
漢
詩
文
に
秀
で
た
漢
、
晋
、
唐
、
宋
の
詩
家
三
六
名
の
詩
仙
を
林

羅
山
の
意
見
を
求
め
、
石
川
丈
山
が
選
出
し
た
。
三
六
名
の
各
詩
仙
は
狩
野
探
幽
に
よ
っ
て

扁
額
と
し
、「
詩
仙
之
間
」
を
ぐ
る
り
と
囲
む
よ
う
に
、
長
押
の
小
壁
に
掛
け
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
堂
宇
が
落
成
し
た
一
六
四
一（
寛
永
一
八
）年
の
制
作
で
あ
ろ
う
。
林
羅
山
は
一
六

四
三（
寛
永
二
十
）年
に
第
三
子
春
斎
、
第
四
子
春
徳
を
伴
っ
て
丈
山
を
詩
仙
堂
に
訪
ね
、
こ

の
時
に
羅
山
著
「
詩
仙
堂
記
」睫
と
父
子
に
よ
る
「
凹
凸F

十
二
景
」
の
詩
を
つ
く
っ
て
い

る
。睛で

は
探
幽
の
弟
の
尚
信
、
安
信
と
羅
山
に
つ
い
て
、
そ
の
か
か
わ
り
を
求
め
る
と
、「
驪

黄
物
色
図
説
」睥
狩
野
尚
信
筆
、
林
羅
山
序
、
鵞
峰
跋
、
黒
沢
定
幸
編
輯
、
弘
忠
校
正
、
十

和
田
市
馬
事
公
苑
称
徳
館
、「
朱
子
像
」
狩
野
安
信
筆

林
羅
山
賛

徳
川
記
念
財
団

「
太
田
備
牧
駒
籠
別
荘
八
景
十
境
詩
画
巻
」
狩
野
安
信
筆
、
林
鵞
峰
詩
、
絹
本
墨
画
、
一

六
六
一（
寛
文
元
）年
九
月

文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
な
ど
が
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
林
羅
山

と
息
子
の
林
鵞
峰
と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
。

先
述
し
た
が
、『
林
羅
山
集
附
録
目
録
』
巻
二
年
譜
下
は
、
寛
永
七
年
に
後
水
尾
天
皇

が
順
正
天
皇
に
譲
位
を
行
っ
た
記
事
を
載
せ
る
が
、
こ
の
時
に
羅
山
は
『
寛
永
庚
午
御
即

位
記
』
を
著
し
、
狩
野
探
幽
が
「
禁
庭
窺
見
其
儀
使
畫
工
狩
野
守
信
図
之
」
と
あ
る
。
順

正
帝
の
即
位
の
様
子
は
羅
山
と
探
幽
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。『
林
羅
山
集
附
録
目
録
』
で

は
こ
の
記
事
に
続
け
て
「
先
生
之
別
墅
而
賜
黄
金
二
百
兩
将
開
庠
序
」
と
あ
り
、
こ
の
年

に
羅
山
が
上
野
忍
岡
の
地
を
賜
り
、「
庠
序
」
言
い
換
え
る
な
ら
ば
儒
学
の
学
舎
が
整
え

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三

狩
野
探
幽
筆
「
野
外
奏
楽
図
、
猿
曳
図
」
屏
風
の
解
釈
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
林
羅
山
と
江
戸
初
期
狩
野
派
の
間
で
の
交
渉
を
確
認

し
た
が
、
狩
野
探
幽
と
羅
山
の
関
係
は
、
羅
山
が
探
幽
の
「
守
信
」
の
印
文
を
作
成
し
、

探
幽
は
「
林
羅
山
」
の
肖
像
画
を
描
く
な
ど
、
ま
た
探
幽
が
主
導
し
た
「
武
州
州
學
十
二

景
圖
巻
」
に
羅
山
は
詩
と
跋
を
寄
せ
、
さ
ら
に
筑
波
山
神
社
所
蔵
の
「
清
明
上
河
図
」
に

は
羅
山
と
探
幽
が
鑑
識
を
お
こ
な
っ
た
極
め
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
両
者
の
交
流
は
明
ら
か

と
言
っ
て
よ
い
。

こ
こ
で
、
狩
野
探
幽
が
描
い
た
「
野
外
奏
楽
図
、
猿
曳
図
」
屏
風
に
つ
い
て
、
著
者
は

探
幽
が
林
羅
山
の
意
図
を
汲
み
、
新
た
な
画
題
創
出
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論

し
、
儒
教
的
な
主
題
か
ら
の
解
釈
を
試
み
た
い
。

さ
て
、
本
図
の
制
作
年
で
あ
る
が
、
探
幽
は
一
六
三
五（
寛
永
十
二
）年
十
二
月
に
江
月

宗
玩
よ
り
「
探
幽
斎
」
の
号
を
得
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
斎
書
き
時
代
の
始
ま
り
で
あ
り
、

ま
た
冒
頭
に
述
べ
た
が
、
探
幽
の
屏
風
と
尚
信
筆
「A

渓
訪
戴
図
・
李
白
観
瀑
図
」
屏
風

は
表
具
の
仕
様
が
同
じ
で
あ
り
、
表
具
に
改
装
し
た
後
が
う
か
が
え
な
い
こ
と
か
ら
、
当

初
か
ら
の
表
具
と
し
た
場
合
は
、
お
そ
ら
く
尚
信
晩
年
ま
で
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
可

能
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
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著
者
は
当
初
、
本
図
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
た
主
題
し
て
一
双
屏
風
に
仕
立
て
ら
れ
た
も

の
と
思
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
野
外
奏
楽
図
」（
図
１
）
で
は
松
樹
下
に
て
野
外
で
の
弾

琴
、
さ
さ
ら
、
笛
、
鉦
、
太
鼓
と
そ
れ
を
演
ず
る
者
た
ち
が
描
か
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
本

「
琴
棋
書
画
図
」
屏
風
と
図
様
が
重
な
る
表
現
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
棋
、
書
画
の
主
題
は

描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
対
を
な
す
「
猿
曳
図
」（
図
２
）
も
き
わ
め
て
奇
妙
な
猿
曳
と

観
者
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
対
と
し
た
六
曲
一
双
屏
風
は
ど
の
よ
う
な
意
向

を
も
っ
て
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
野
外
奏
楽
図
」
で
は
屏
風
絵
中
の
人
物
表
現
は
部
分
的
に
は
「
琴
棋
書
画
図
」
の

よ
う
で
あ
る
が
、
画
面
か
ら
は
書
画
を
楽
し
む
風
情
は
な
く
、
弾
琴
の
老
人
に
笛
に
太
鼓
、

鉦
を
打
ち
鳴
ら
す
姿
に
、
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
屏
風
絵
の
画
題
に
つ
い
て

は
新
出
屏
風
と
し
て
公
開
す
る
折
に
、
描
か
れ
た
内
容
か
ら
便
宜
的
に
如
上
の
画
題
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
東
博
本
探
幽
筆
「
琴
棋
書
画
図
」
と
比
較
す
る
と
、
弾
琴
の
老
人
、
ま
た

乳
呑
児
を
抱
き
か
か
え
る
女
性
、
そ
し
て
太
鼓
を
打
つ
人
な
ど
（
図
１
部
分
）
が
共
通
し
て

い
る
が
、
描
か
れ
た
人
物
表
現
が
明
る
く
、
隠
逸
的
な
気
分
が
支
配
し
た
表
現
で
は
な
い
。

睿
ま
た
、
本
図
に
は
弾
琴
の
老
人
の
ほ
か
に
は
鉦か
ね

を
振
り
、
太
鼓
を
た
た
く
若
い
演
者
が
描

か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
図
様
の
典
拠
は
「
琴
棋
書
画
図
」
か
ら
借
用
し
て
は
い
る
も
の

の
、
異
な
る
モ
テ
ィ
ー
フ
が
含
ま
れ
、
全
く
別
の
主
題
解
釈
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
「
猿
曳
図
」
に
つ
い
て
は
狩
野
元
信
の
「
猿
曳
図
」
六
曲
一
双
屏
風
（
根
津
美
術

館
）
の
伝
来
を
見
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
と
し
て
は
探
幽
、
尚
信
に
よ
る
単
独
で
の
画
題
が

制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
探
幽
作
品
で
は
大
徳
寺
方
丈
襖
絵
が
あ
っ
た
が
、
本
図
は
焼

失
し
、
写
真
図
版
に
よ
っ
て
画
像
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
直
接
的
な
主
題
と
し
て
の
扱
い

で
は
な
い
が
、
探
幽
は
「
四
季
耕
作
図
」
屏
風
に
猿
曳
の
場
面
を
描
き
入
れ
る
。
こ
れ
ら
に

は
神
奈
川
県
立
博
物
館
本
、
徳
川
美
術
館
本
が
あ
る
。
探
幽
様
式
に
属
し
、
同
じ
よ
う
な
猿

曳
を
描
い
た
作
例
と
し
て
栃
木
県
立
博
物
館
本
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
筑
波
大
学
本
の

よ
う
に
、
猿
曳
の
主
題
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
見
入
る
人
々
も
相
違
し
て
い

る
。筑

波
大
学
本
で
は
猿
曳
を
見
入
る
人
物
は
三
人
の
老
人
と
幼
児
、
少
年
（
図
２
部
分
）
で

あ
る
。
幼
児
が
袖
を
引
く
人
物
は
幼
児
を
抱
え
る
女
性
像
と
は
異
な
り
、
そ
の
立
ち
姿
は

「
七
賢
・
九
老
図
」
屏
風
（
静
岡
県
立
美
術
館
）
の
竹
林
に
い
る
隠
者
の
一
人
に
似
た
姿
に

描
か
れ
て
い
る
。
で
は
猿
を
見
入
る
三
人
を
老
人
と
見
る
な
ら
ば
探
幽
縮
図
に
見
ら
れ
る
三

教
図
な
ど
と
同
様
な
観
が
あ
る
。
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
四
季
耕
作
図
等
か
ら
切
り
離

し
、
単
独
の
主
題
と
し
て
、
猿
曳
き
を
見
入
る
人
物
が
限
定
さ
れ
た
の
か
で
あ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
は
「
野
外
奏
楽
図
」
と
一
双
屏
風
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
解
釈
を
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

著
者
は
仮
説
と
し
て
「
三
教
図
」
を
背
景
に
本
図
を
解
釈
す
る
。
探
幽
に
は
「
三
教

図
」（
建
仁
寺
霊
洞
院
）、
ま
た
「
三
酸
図
」（
慶
瑞
寺
）
な
ど
が
見
ら
れ
、
儒
・
仏
・
道

の
三
聖
が
描
か
れ
る
。
本
図
を
こ
の
主
題
の
翻
案
と
考
え
る
な
ら
ば
、
三
教
が
、
と
も
に

猿
曳
を
楽
し
む
と
解
釈
で
き
る
。
言
わ
ば
、
儒
、
仏
、
道
の
三
教
が
猿
を
見
て
笑
う
「
三

笑
図
」
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
象
徴
的
な
三
教
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
画
中
の

景
観
に
溶
け
込
み
、
猿
を
見
て
と
も
に
笑
う
図
に
仕
立
て
ら
れ
た
よ
う
に
想
定
す
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
三
教
図
、
三
笑
図
、
あ
る
い
は
三
酸
図
と
い
っ
た
主
題
は
『
林

羅
山
詩
集
』
に
多
く
が
載
せ
ら
れ
、
た
と
え
ば
「
三
教
図

松
平
和
泉
守
求
之
」
の
詩
に

は
「
異
邦
異
世
感
同
時
認
鼇
訛
來
不
識
龜
傍
見
白
頭
黄
面
老
三
人
行
處
豈
常
師
」
と
七

言
絶
句
を
寄
せ
て
い
る
。
猿
曳
図
を
楽
し
む
三
老
人
の
姿
は
屏
風
絵
の
主
題
に
対
し
て
、

注
文
主
あ
た
り
か
ら
の
意
向
が
反
映
し
た
の
か
、
い
わ
ゆ
る
縁
日
で
猿
曳
を
見
る
光
景
と

は
相
違
し
た
気
分
が
漂
う
。

さ
て
、「
猿
曳
図
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
儒
教
的
主
題
と
し
て
、
林
羅
山
に
結
び
付
け

た
解
釈
を
行
っ
た
が
、
対
と
な
る
「
野
外
奏
楽
図
」
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
本
図
も
ま
た
、
従
来
の
「
琴
棋
書
画
図
」
と
は
異
な
り
、「
猿
曳
図
」
同
様
の
仮

説
を
想
定
し
、
こ
れ
を
儒
教
的
な
主
題
と
し
て
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
林
羅
山
が
忍
岡
に
創

建
し
た
聖
堂
、
ま
た
塾
舎
と
し
て
の
弘
文
院
と
関
連
し
、
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

一
六
三
二（
寛
永
九
）年
、
林
羅
山
は
上
野
忍
岡
の
地
に
、
の
ち
の
湯
島
聖
堂
と
な
る
孔

子
廟
を
開
廟
し
、
そ
の
折
に
「
歴
聖
大
儒
像
」
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の

時
期
は
江
戸
に
開
府
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
儒
教
の
礼
拝
空
間
を
ど
の
よ

う
に
荘
厳
す
る
か
に
つ
い
て
、
孔
子
廟
の
諸
像
か
ら
祭
具
に
至
る
内
陣
の
荘
厳
を
寄
進
し

た
徳
川
義
直
と
羅
山
の
二
人
で
相
計
り
、
私
邸
に
孔
子
を
祀
る
聖
廟
を
建
て
た
の
が
幕
府

教
学
へ
と
至
る
最
初
の
こ
と
と
考
え
る
。

近
世
初
頭
の
幕
府
肝
い
り
の
文
化
的
聖
地
が
上
野
で
あ
り
、
東
照
宮
、
ま
た
東
叡
山
寛

永
寺
が
位
置
す
る
。
東
照
大
権
現
（
徳
川
家
康
）
を
祀
り
、
天
海
僧
正
、
羅
山
の
空
間
が
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隣
接
す
る
場
所
で
あ
っ
た
。
聖
廟
に
は
徳
川
義
直
が
奉
納
し
た
「
孔
子
像
」
な
ら
び
に
顔

子
、
曾
子
、
孟
子
、
子
思
を
表
し
た
「
四
配
像
」
が
祀
ら
れ
た
。
木
彫
、
彩
色
の
坐
像
で
、

三
山
進
氏
に
よ
っ
て
、
本
像
が
京
都
七
条
仏
所
第
二
三
代
康
音
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。睾

で
は
、
孔
子
像
や
聖
堂
の
荘
厳
具
を
寄
進
し
た
徳
川
義
直
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う

か
。
義
直
は
忍
岡
聖
堂
に
寄
進
し
た
孔
子
像
と
同
様
の
孔
子
像
を
自
身
が
治
め
る
名
古
屋
城

に
も
作
ら
せ
て
お
り
、
そ
の
像
容
か
ら
同
時
期
の
造
像
と
考
え
て
よ
い
。
羅
山
は
先
述
し
た

『
寛
永
御
即
位
記
略
』
を
将
軍
家
光
に
一
○
月
に
献
じ
、
そ
の
年
末
に
家
光
よ
り
、
忍
岡
の

土
地
と
書
庫
、
塾
舎
の
資
金
と
し
て
二
百
兩
が
下
賜
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
徳
川
義
直
の
寄
進

に
よ
り
、
聖
廟
が
創
建
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
早
く
に
義
直
は
尾
張
名
古
屋

城
に
お
い
て
、
聖
堂
を
創
建
し
て
い
る
。『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
六
十
四
雑
著
九
に
「
拝
尾

陽
聖
堂
」
と
し
て
「
寛
永
六
年
自
京
赴
東
武
時
過
此
」、
中
略
「
具
其
聖
像
厨
前
垂
金
襴
帳
、

其
堂
有
両
扉
、
築
石
為
基
、
高
於
地
、
四
五
尺
許
堂
下
…
。」
と
あ
り
、
細
野
要
斎
が
著
し

た
『
尾
府
聖
堂
記
（
明
林
堂
始
原
）』睹
に
は
「
右
に
所
謂
孔
子
堂
は
御
城
内
に
あ
り
し
と
は

見
ゆ
れ
ど
も
、
い
ず
れ
の
所
に
あ
り
し
と
い
ふ
事
詳
な
ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、

近
年
林
羅
山
の
拝
し
た
「
尾
陽
聖
堂
」
に
つ
い
て
、
名
古
屋
城
二
之
丸
北
御
庭
の
見
え
る
庭

園
絵
図
「
中
御
座
之
間
北
御
庭
惣
絵
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
）
に
描
か
れ
た
八
角
堂
が
当

初
の
聖
堂
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
八
角
堂
に
つ
い
て
は
跡
部
佳
子
瞎
に
よ
っ
て
羅
山
の

「
拝
尾
陽
聖
堂
」
の
記
事
と
「
中
御
座
之
間
北
御
庭
惣
絵
」
を
照
合
し
、
義
直
が
建
て
た
聖

廟
（
孔
子
堂
）
が
八
角
堂
に
見
ら
れ
る
貼
り
札
に
書
か
れ
た
「
金
声
玉
振
閣
」
と
あ
た
る
と

し
、
初
期
の
聖
堂
が
八
角
堂
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

跡
部
に
よ
る
こ
の
見
解
は
本
図
の
解
釈
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に

狩
野
探
幽
筆
《
野
外
奏
楽
図
》
に
は
琴
を
弾
く
老
人
が
描
か
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
《
琴
棋
書

画
図
》
で
は
な
く
、
対
と
な
る
猿
曳
図
と
合
わ
せ
て
絵
の
主
題
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
徳
川

義
直
が
建
立
し
た
名
古
屋
城
内
の
聖
堂
の
名
称
で
あ
る
「
金
声
玉
振
閣
」
に
想
を
得
た
画
題

解
釈
が
行
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
羅
山
が
上
野
忍
岡
に
聖
堂
を
開
廟
し
た
当
時
を
振
り
返
る
と
、
寄
進
し
た
徳
川
義
直

は
既
に
「
金
聲
玉
振
閣
」
を
孔
子
の
聖
堂
と
し
て
創
建
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、「
金

聲
玉
振
」
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
が
鍵
と
な
る
用
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
典
拠
は
『
孟
子
』
万

章
下
「
孔
子
聖
之
時
者
也
、
孔
子
之
謂
集
大
成
、
集
大
成
也
者
、
金
聲
玉
振
之
也
」
と
あ

る
。
こ
れ
よ
り
大
成
殿
の
名
称
が
起
こ
る
。
金
聲
玉
振
は
鉦
を
た
た
き
、
管
弦
を
鳴
ら

し
、
磬
を
打
っ
て
締
め
く
く
る
。
孔
子
の
聖
地
で
あ
る
曲
阜
孔
子
廟
に
は
「
金
声
玉
振

坊
」
と
言
う
大
成
殿
へ
と
続
く
「
孔G

第
一
道H

坊
」、
最
初
の
門
坊
が
あ
っ
た
。
次
第

に
孔
子
廟
が
整
え
ら
れ
た
明
代
に
一
五
三
八
（
嘉
靖
十
七
年
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

徳
川
義
直
は
こ
の
時
期
に
「
孔
子
通
紀
八
巻
四
冊
」「
林
道
春
献
本
」
と
あ
る
よ
う
に

一
六
三
○
（
寛
永
七
）
年
に
羅
山
か
ら
受
贈
し
て
い
る
。
本
書
は
尾
陽
文
庫
旧
蔵
本
瞋
で
、

銅
活
字
印
版
九
行
本
、
羅
山
が
名
古
屋
城
「
金
聲
玉
振
閣
」
を
訪
れ
「
拝
尾
陽
堂
」
を
著

し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
明
版
の
『
孔
子
聖
蹟
之
図
』
二
巻
二
冊
、
ま

た
『
合
刻
孔
子
家
語
集
語
』
一
二
巻
四
冊
、『
孔
聖
全
書
』
一
四
巻
四
冊
も
尾
陽
文
庫

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
代
成
立
の
「
金
声
玉
振
坊
」
に
つ
い
て
も
知
識
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
る
。

「
金
聲
玉
振
」
に
つ
い
て
は
鉦
を
た
た
き
、
管
弦
を
鳴
ら
し
、
磬
を
打
っ
て
締
め
く
く

る
と
説
明
し
た
が
、
祭
式
に
あ
た
っ
て
は
、
鉦
を
鳴
ら
し
て
開
式
を
行
い
、
磬
で
締
め
括

る
。
そ
れ
は
釈
奠
（
祭
典
）
を
行
い
、
孔
子
の
大
成
を
讃
え
る
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
本
図
の
解
釈
を
こ
の
意
に
充
て
る
な
ら
ば
、
孔
子
の
祝
祭
に
例
え
、
本
図
を
そ
の
よ

う
に
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
論
で
き
る
。
ま
た
、
弾
琴
は
孔
子
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
。『
論
語
』
や
『
礼
記
』
に
も
記
さ
れ
、
ま
た
出
典
は
『
孔
子
家
語
』
巻
八
弁
楽
解
に

載
る
「
学
琴
師
襄
」
に
つ
い
て
は
『
孔
子
聖
蹟
図
』
に
孔
子
の
弾
琴
す
る
姿
が
描
か
れ
て

お
り
、
弾
琴
は
孔
子
を
表
象
す
る
一
つ
の
形
と
し
て
、
後
世
に
影
響
し
、
我
が
国
に
お
い

て
も
儒
者
が
弾
琴
を
楽
し
み
、
愛
用
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
画
中
の
描
か
れ
た

老
人
を
孔
子
に
充
て
、
ま
た
周
囲
の
人
物
が
鉦
を
鳴
ら
し
磬
を
打
つ
姿
を
見
る
と
、『
孟

子
』
萬
章
下
に
あ
る
「
孔
子
聖
之
時
者
也
孔
子
之
謂
集
大
成
集
大
成
也
者
金
聲
而
玉
振

之
也
」
に
通
ず
る
。
こ
こ
に
い
う
「
大
成
」
は
湯
島
聖
堂
で
い
う
大
成
殿
に
つ
な
が
る
。

著
者
は
両
屏
風
絵
の
画
意
を
一
対
の
も
の
と
し
て
解
釈
し
た
が
、
こ
の
仮
説
で
は
ま
だ

論
証
の
余
地
が
課
題
と
し
て
残
る
。『
羅
山
文
集
』、『
羅
山
詩
集
』、
ま
た
関
連
の
文
献
に

詳
し
く
渉
猟
し
て
絵
画
主
題
と
の
関
連
を
考
え
、
以
下
に
、
羅
山
と
探
幽
に
よ
る
新
た
な

儒
教
主
題
の
創
出
と
し
て
の
可
能
性
を
解
釈
し
た
い
。
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お
わ
り
に

本
稿
は
狩
野
探
幽
筆
に
つ
い
て
、
林
羅
山
と
の
関
連
を
想
定
し
、
こ
れ
を
仮
説
と
し
て
推

論
を
行
っ
た
。
す
で
に
著
者
は
探
幽
屏
風
と
同
じ
表
具
の
使
用
で
あ
る
狩
野
尚
信
筆
「A

渓

訪
戴
・
李
白
観
瀑
図
」
屏
風
に
お
い
て
も
、
こ
の
対
を
な
す
屏
風
絵
の
絵
画
主
題
が
『
林
羅

山
詩
集
』
と
の
関
連
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。

特
に
「A
渓
訪
戴
図
」
は
登
場
人
物
の
性
向
に
従
え
ば
儒
教
的
と
言
う
よ
り
は
道
教
的
色

彩
が
強
い
。A
渓
訪
戴
の
画
題
は
「
子
猷
尋
戴
」
と
も
言
い
、
王
子
猷
が
友
人
の
戴
安
堂
を

A

渓
に
訪
ね
る
故
事
を
描
く
。
王
子
猷
は
王
羲
之
の
第
五
子
で
あ
る
徽
之
の
こ
と
で
、「
王

氏
世
事
張
氏
五
斗
米
道
」（『
晋
書
』
巻
八
○
王
羲
之
傳
）
と
あ
る
よ
う
に
、
王
羲
之
は
道
教

の
信
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
屏
風
は
道
教
的
な
色
彩
が
強
い
の
で
は
な
い

か
と
判
断
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
七
五
に
は
「
阿
猷
訪
戴
興
盡
而
歸

有
不
盡
之
意
來
子
儀
云
若
使
過
門
相
見
了
千
年
風
致
一
時
休
以
不
逢
而
歸
為
風
致
趙
山

臺
云
雪
中
不
管
人
回
棹
政
使
敲
門
未
必N
是
王
雖
敲
門
而
戴
不
出
對
趙
詩
孛
高
宋
壺
山

云
一
爐
柴
火
三
杯
酒

誰
記
山
陰
有
戴
逵
雖
有
生
前
一
杯
之
趣

而
稍
鄙
俗
也

唯
活
計
而

已
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
子
猷
尋
戴
」
言
い
換
え
る
な
ら
ば
「A

渓
訪
戴
」
の
故
事
を
引
い

て
い
る
。
ま
た
、『
林
羅
山
詩
集
』
巻
第
二
九
雪
中
に
山
雪
と
題
し
、「
前
山
寒
色
後
山
浮
李

公
渡
麝
香
詩
一
山
行
過
四
山
香
来
子
儀
訪
戴
図
詩
四
山
如
玉
夜
光
浮
」
を
載
せ
て
お
り
、
羅

山
がA

渓
訪
戴
の
故
事
を
詩
と
し
て
好
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

恐
ら
く
は
、
羅
山
が
本
図
を
調
進
し
て
も
ま
っ
た
く
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
く
、
大
野
出

氏
は
「
林
羅
山
の
孔
老
問
答
解
釈
」瞑
の
中
で
羅
山
に
よ
る
「
孔
老
問
答
に
対
す
る
解
釈
の
変

化
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
羅
山
は
齢
を
重
ね
る
に
従

っ
て
、
徐
々
に
老
子
批
判
か
ら
老
子
是
認
、
そ
し
て
老
子
受
容
へ
と
、
老
子
観
が
推
移
し
て

お
り
、
こ
の
こ
と
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

ま
た
、『
林
羅
山
詩
集
』
巻
第
六
八
畫
図
二
に
「
戴
逵
破
琴
佐
久
間
將
監
乞
之
」
と
題
し

て
「
抱
琴
避
世
獨
寛
過
固
謝
王
門
不
往
過
一
曲
風
松
雖
破
砕A

渓
白
雪
是
高
歌
」
寛
永
一
五

年
が
あ
る
。
こ
れ
は
太
宰
で
あ
る
武
陵
王
司
馬
晞
が
琴
の
名
手
と
し
て
抱
え
よ
う
と
し
た
折

に
、
琴
を
壊
し
て
王
門
の
怜
人
、
楽
士
に
は
な
ら
な
い
意
思
を
示
し
た
故
事
を
詩
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

A

渓
訪
戴
は
「
子
猷
尋
戴
」
と
し
て
『
世
説
新
語
』
に
よ
っ
て
我
が
国
に
影
響
す
る
が
、

羅
山
は
『
世
説
新
語
』
が
典
拠
と
し
た
『
蒙
求
』
の
注
釈
書
『
蒙
求
鼇
頭
』
を
著
し
て
お

り
、
そ
の
中
に
子
猷
尋
戴
の
故
事
が
載
る
。
お
そ
ら
く
羅
山
は
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
愚

直
な
朱
子
学
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
李
白
観
瀑
図
」
に
つ
い
て
も
『
林
羅
山
詩
集
』
巻
六
八
に
「
李
白
観
瀑
」
五
首
が
見

え
、
五
言
絶
句
（
寛
永
七
年
）、
七
言
絶
句
（
寛
永
三
年
）
二
編
、
七
言
絶
句
（
承
安
乞

之
）
二
編
を
載
せ
て
い
る
。
観
瀑
図
は
江
戸
初
期
狩
野
派
で
は
探
幽
、
尚
信
、
安
信
が
と

も
に
描
い
て
お
り
、
筑
波
大
学
本
の
よ
う
に
、
瀑
布
が
一
度
上
流
で
落
ち
て
さ
ら
に
下
方

へ
と
流
れ
落
ち
る
描
き
方
は
探
幽
筆
「
名
古
屋
城
上
洛
殿
襖
絵
」
に
見
え
る
。
ま
た
、
狩

野
安
信
筆
「
竹
林
七
賢
図
」
の
対
と
し
て
描
か
れ
た
「
李
白
観
瀑
図
」
屏
風
（
左
隻
）
に

う
か
が
え
、『
林
羅
山
詩
集
』
巻
第
六
八
、「
李
白
観
瀑
」
の
一
首
「
廬
山
終
眼
青
千
歳

謫
仙
霊
一
酔
酔
何
事
瀑
流
洗
不
醒
」
寛
永
元
年
の
羅
山
詩
の
気
分
を
味
わ
う
。

さ
て
、
探
幽
、
尚
信
が
描
い
た
両
屏
風
絵
は
と
も
に
近
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
、
拙
稿
「「
子
猷
尋
戴
」
に
お
け
る
表
現
│
筑
波
大
学
本
狩

野
尚
信
筆
《A

渓
訪
戴
図
》
屏
風
に
つ
い
て
」瞠
で
詳
し
く
は
述
べ
て
い
る
の
で
仔
細
は
割

愛
し
、
本
図
の
具
体
的
な
絵
解
き
は
行
わ
な
い
。
本
図
の
典
拠
と
な
っ
た
絵
画
は
お
そ
ら

く
狩
野
元
信
筆
「
雪
中
山
水
図
」瞞
で
、
霊
雲
院
旧
方
丈
の
西
北
の
間
（
衣
鉢
の
間
）
に
あ

る
東
と
南
の
襖
八
枚
の
う
ち
、
林
逋
畜
鶴
、
孫
康
映
雪
な
ど
、
描
か
れ
た
五
つ
の
主
題
の

う
ち
か
ら
、
尚
信
は
五
〜
八
面
に
あ
た
る
四
枚
の
襖
「A

渓
訪
戴
」
と
「
東
坡
騎
驢
」
か

ら
図
様
の
借
用
を
図
っ
て
い
る
。
尚
信
画
の
裏
山
に
あ
た
る
遠
峰
と
家
の
手
前
に
描
か
れ

た
竹
藪
の
配
置
は
第
七
面
の
中
段
に
見
ら
れ
る
部
分
に
符
合
す
る
が
、
元
信
が
で
は
景
観

の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
手
前
の
崖
に
生
え
る
梅
樹
も
第
八
面
の
主
題
、「
東
坡
騎

驢
」
の
頭
上
に
展
開
す
る
、
せ
り
出
し
た
崖
に
生
え
る
樹
木
部
分
に
想
を
得
た
解
釈
で

き
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
尚
信
画
の
特
徴
的
な
引
用
の
あ
り
方
は
雪
中
山
水
図
の
切
り
取

り
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
あ
っ
た
推
論
す
る
。
そ
れ
は
元
信
が
描
い
た
パ
ノ
ラ
マ
的
な
風

景
を
解
体
し
、
近
接
の
迫
力
を
出
そ
う
と
し
た
た
め
の
工
夫
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
探
幽
筆
「
野
外
奏
楽
図
、
猿
曳
図
」
屏
風
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
探
幽
は
縮
図
を

作
成
し
、
手
控
え
に
よ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
の
引
用
と
再
合
成
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
て
き
た
「
琴
棋
書
画
図
」、
ま
た
「
四
季
耕
作
図
」
か
ら
の
引

用
に
よ
り
、
近
景
主
体
の
表
現
に
変
容
し
な
が
ら
、
主
題
は
儒
教
的
な
色
彩
を
備
え
、
性
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格
を
変
え
、
寛
永
期
に
必
要
な
新
た
な
画
題
を
創
出
し
た
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

近
世
絵
画
の
初
頭
に
幕
府
教
学
を
創
出
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
画

題
、
い
う
な
ら
ば
儒
教
的
主
題
を
狩
野
派
が
担
当
し
た
も
の
と
考
え
、
従
来
の
絵
画
か
ら
引

用
し
つ
つ
、
探
幽
が
縮
図
を
手
控
え
と
し
て
、
典
拠
と
な
っ
た
主
題
の
表
現
意
図
と
は
全
く

相
違
す
る
表
現
へ
と
転
用
し
た
と
解
釈
す
る
。
本
稿
で
は
筑
波
大
学
本
に
つ
い
て
、
儒
教
的

な
背
景
を
仮
説
と
し
て
解
釈
を
行
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
新
た
な
時
代
気
分
の
醸
成
、
ま
た

林
羅
山
と
の
幕
府
教
学
の
た
め
の
新
画
題
の
創
出
と
探
幽
筆
「
野
外
奏
楽
図
、
猿
曳
図
」
を

結
び
付
け
考
察
を
行
っ
た
。

一
対
の
屏
風
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
疑
問
か
ら
稿
を
起
こ
し
た

が
、
仮
説
の
上
に
解
釈
し
た
推
論
で
あ
り
、
屏
風
へ
の
履
歴
、
ま
た
画
題
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
根
拠
を
示
す
文
献
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
試
論
と
し
て
上
梓
し
た
次
第
で
あ

る
。ご

高
覧
を
仰
ぎ
、
斯
界
の
研
究
者
の
ご
示
教
、
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
。

註盧

板
橋
秀
一
「
新
出
屏
風
絵
に
寄
せ
て
」『
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
報

つ
く
ば
ね
』vol.

26,
no.

1

に
屏
風
絵
が
発
見
さ
れ
た
経
緯
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

盪

狩
野
探
幽
筆
「
野
外
奏
楽
図
」「
猿
曳
き
図
」
六
曲
屏
風
一
双
、
田
村
直
翁
筆
「
架
鷹
図
」
六
曲
屏

風
一
双
と
尚
信
屏
風
の
三
点
が
新
出
屏
風
。
こ
れ
ら
は
特
別
展
「
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
日

本
美
術
の
名
品
」（
会
期
は
二
○
○
○
年
五
月
二
十
二
日
豺
か
ら
六
月
九
日
貊
ま
で
）
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。

蘯

守
屋
正
彦
「
孔
子
祭
の
復
活
│
孔
子
祭
典
委
員
長
嘉
納
治
五
郎
の
想
い
」『
気
概
と
行
動
の
教
育
者

嘉
納
治
五
郎
』
筑
波
大
学
出
版
会
、
二
○
一
一
年
、
九
二_

九
五
頁
、
ま
た
大
成
殿
内
の
諸
像
の

配
置
に
つ
い
て
は
、「
正
位
曁
配
享
従
祀
諸
賢
儒
方
位
次
序
図
」『
昌
平
志
巻
第
一
廟
図
誌
』
に
よ

る
。
湯
島
聖
堂
に
あ
っ
た
什
宝
類
は
、
明
治
に
至
っ
て
、
聖
堂
を
新
政
府
が
大
学
、
博
覧
会
や
文

部
省
、
ま
た
師
範
学
校
と
、
近
代
教
育
の
場
と
し
て
使
用
す
る
に
及
ん
で
、『
浅
草
文
庫
』
に
保
管

さ
れ
、
そ
れ
は
の
ち
に
内
閣
文
庫
や
東
京
国
立
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
。
高
等
師
範
学
校
の
校
長

で
あ
っ
た
嘉
納
治
五
郎
ら
教
員
有
志
が
提
唱
し
て
、
孔
子
祭
典
を
復
活
す
る
に
及
ん
で
、
宋
儒
六

幅
は
東
京
高
等
師
範
学
校
、
十
五
幅
は
東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
品
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

盻

犬
塚
遜
『
昌
平
志
』
五
巻
、
一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
、
本
書
に
は
廟
図
誌
と
し
て
、
聖
堂
の

諸
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

眈

『
林
羅
山
詩
集
』
京
都
史
跡
会
編
、
上
・
下
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
九
年
初
版

眇

根
津
美
術
館hom

e
page

「
百
椿
図
」
解
説

http://w
w
w
.nezu-m

use.or.jp/jp/collection/detail.php?id=
10701

眄

『
林
羅
山
文
集
』
京
都
史
跡
会
編
、
上
・
下
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
九
年
、

林
羅
山
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
著
述
、
跋
文
、
賛
、
随
筆
等
、
様
々
な
文
章
を
集
め
た
『
羅
山

文
集
』
が
、
彼
の
息
子
で
同
じ
く
儒
者
で
あ
っ
た
林
鵞
峰
（
一
六
一
八_

八
○
）
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』（
関
儀
一
郎
、
関
義
直
共
編
、
東
洋

圖
書
刊
行
會
、
一
九
四
一
年
）
に
は
著
作
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

眩

杉
原
た
く
哉
「
狩
野
山
雪
筆
歴
聖
大
儒
像
に
つ
い
て
」『
美
術
史
研
究
』
30
号

一
九
九
二
年
一

二
月

八
三_

一
○
四
頁
。

眤

土
井
次
義
「
狩
野
永
徳
／
光
信
」『
日
本
美
術
絵
画
全
集
９
狩
野
永
徳
／
光
信
』
集
英
社
、
一

九
八
一
年
、
一
一
一
頁

眞

鈴
木
三
八
男
編
『
聖
堂
物
語
│
湯
島
聖
堂
略
史
』
斯
文
会
、
一
九
八
九
、
二
頁

眥

鈴
木
健
一
『
林
羅
山
年
譜
稿
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
、
一
一
五
頁

眦

林
鵞
鵬
『
国
史
館
日
録
』
に
探
幽
が
羅
山
の
肖
像
を
描
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

眛

畑
麗
「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
の
成
立
│
狩
野
探
幽
の
大
和
絵
制
作
」『
国
華
』
一
○
七
二
号
に
掲

載
。「
東
照
宮
縁
起
絵
巻
」
は
狩
野
探
幽
筆
「
東
照
社
縁
起
絵
巻
」
日
光
東
照
宮
宝
物
館
、
二
種

あ
る
一
つ
は
紙
本
墨
書
真
名
縁
起
三
巻
。
天
海
が
漢
文
体
で
撰
文
。
上
巻
は
一
六
三
六
年
（
寛

永
一
三
）
後
水
尾
条
項
の
真
筆
、
中
・
下
巻
は
親
王
・
公
家
の
執
筆
に
よ
り
一
六
三
九
年
〜
一

六
四
○
年
（
寛
永
一
六
〜
一
七
）
に
完
成
。
も
う
一
つ
は
紙
本
著
色
仮
名
縁
起
五
巻
。
家
康
一

代
記
や
日
光
山
の
縁
起
に
つ
い
て
天
海
草
案
、
青
蓮
院
宮
尊
純
法
親
王
に
よ
る
詞
書
、
狩
野
探

幽
筆
絵
巻
物
と
し
た
。

眷

林
羅
山
「
東
照
大
権
現
新
廟
斎
会
記
」
肥
前
松
平
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料
館，

二
○
○
六
年

五
月
、
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
原
本
閲
覧

http://base1.nijl.ac.jp/iview
/Fram

e.jsp?D
B

_ID
=

G
0003917K

T
M

&
C_C

O
D

E
=

0358-26605

、

『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
二
三
記
事
下
に
収
載

眸

『
駿
府
政
事
録
』
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
、『
駿
府
政
事
録
』
安
永
六
年
（
一
七
七
七
年
）
写
本
、

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
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睇

「
武
州
州
学
十
二
景
図
巻
」
江
戸
東
京
博
物
館
、
狩
野
尚
信
画
「
金
城
初
日
」
一
六
四
八
（
慶
安

元
）
年
を
は
じ
め
、
探
幽
ら
江
戸
初
期
狩
野
派
に
よ
る
。

睚

「
清
明
上
河
図
」
明
・
夏I

筆
写
本
、
筑
波
山
神
社
所
蔵
、

睨

『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
二
一
記
事
上
に
収
載

睫

『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
一
七
記
三

睛

『
林
羅
山
詩
集
』
巻
第
一
○
に
「
石
川
丈
山
凹
凸F

十
二
景
」、「
凹
凸F

十
境
」
を
載
せ
る

睥

「
驪
黄
物
色
図
説
」
林
羅
山
序
に
つ
い
て
は
『
林
羅
山
文
集
』
巻
第
四
九
に
「
驪
黄
物
色
図
序
」

を
収
載
。
末
尾
に
「
正
保
四
年
丁
亥
十
一
月
中
院
」
と
あ
る
。

睿

横
島
菜
穂
子
「
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
《
野
外
奏
楽
・
猿
曳
図
》
屏
風
の
図
様
に
つ
い
て
」

睾

三
山
進
「
近
世
七
条
仏
所
の
幕
府
御
用
を
め
ぐ
っ
て
│
進
出
の
資
料
を
中
心
に
│
」『
鎌
倉
第
八
○

号
』
鎌
倉
文
化
研
究
会
一
九
九
六
年
一
月
、
八
頁
下
段
三_

八
行

睹

細
野
要
斎
が
著
し
た
『
尾
府
聖
堂
記
（
明
林
堂
始
原
）』（
一
八
五
五（
安
政
二
）年
）
細
野
は
明
林

堂
典
籍
と
い
う
役
職

瞎

跡
部
佳
子
「
徳
川
義
直
家
臣
団
形
成
に
つ
い
て
の
考
察
（
七
）
│
義
直
の
文
治
臣
僚
│
」『
金
鯱
叢

書
』
第
九
輯
、
徳
川
黎
明
会
一
九
八
二
年

瞋

尾
陽
文
庫
旧
蔵
本
は
現
在
蓬
左
文
庫
に
収
蔵
。

瞑

大
野
出
「
林
羅
山
の
孔
老
問
答
解
釈
」『
倫
理
学
』
一
○
、
筑
波
大
学
倫
理
学
原
論
研
究
会
、
一

九
九
二
年
一
一
月
、
四
三_

五
二
頁

瞠

『「
江
戸
前
期
儒
教
絵
画
に
関
す
る
考
察
」
報
告
集
別
冊
』
筑
波
大
学
日
本
美
術
史
研
究
室
二

○
○
八
年
、
五_

五
一
頁

瞞

辻
惟
雄
『
戦
国
時
代
狩
野
派
の
研
究
│
狩
野
元
信
を
中
心
と
し
て
│
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
六

年
。
本
文
中
第
二
編
一
二
二
頁
に
西
北
の
間
「
雪
中
山
水
図
」
を
取
り
上
げ
、「
渓
山
問
奇
図
に

く
ら
べ
、
構
図
の
全
体
的
統
一
感
に
や
や
乏
し
い
」
と
し
な
が
ら
も
、「
特
に
花
鳥
図
の
左
端
の

渓
流
を
描
出
す
る
円
熟
し
た
運
筆
の
特
徴
が
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
東
坡
騎
驢
の
橋
下
の
渓

流
の
描
出
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
両
者
が
同
時
期
の
同
一
筆
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
そ
う
明
確

に
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
元
信
筆
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、
同
様
な
手
法
的
特
徴
を
も
つ
、

有
名
なJ

湘
八
景
図
（
東
海
庵
）
と
の
比
較
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
確
認
で
き
よ
う
。」
と
し
て
い
る
。

（
も
り
や

ま
さ
ひ
こ
）
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図１ 狩野探幽筆「野外奏楽図」屏風

図１（部分）
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図３ 狩野尚信筆「a渓訪戴図」屏風

図４ 狩野尚信筆「李白観瀑図」屏風




